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～どんなに時間がかかっても必ず・・・～ 
 

 

～障害のある人の SOS 相談お待ちしています！～ 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

被災した障害のある、みなさんの相談に、対応できるように、がんばります！ 

★食料品・生活用品の相談 

★病院への移動支援や付き添い 

★傾聴などの精神的支援 

★室内の片づけ 

★家屋修理や生活費の相談 

★福祉制度に関する相談 

★避難所などからの引っ越し支援  

https://drive.google.com/file/d/1GUZABc0ITWIK_kzM305m8opTvAojfRW9/view?usp=sharing 
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 「やわやわと」は 

能登の言葉で 

「ゆっくり・急がず」 

  今年 1 月の、きょうされん北陸ブロックの学習交流会に来てから、早く支援に来たくてうずうず

していました。能登の事業所の方から色々なお話を伺いました。建物だけでなく今までの実践や事

業の積み上げが一瞬にして崩れ去り、地域までもが壊れていく様、その渦中にいる人のお話は本

当に貴重でした。また、JDF の支援がここまで被災地に寄り添って信頼を得ていることに感動しま

した。何度も何度も支援に来ている方々に本当に感謝です。どんなに時間がかかっても必ず能登

の人たちが、安心して暮らせるように、ともに頑張っていきたいです。 

川端幸代（福井・ハスの実の家） 

  

 
協力団体との連携によ

り、とりくんでいます 

事業所での作業や送迎のときに、利用者さんとたくさんお話

することができました。地震で自宅が壊れて避難所から通った

ことがあったり、現在も仮設住宅に住んでいたり。それでも通え

る事業所は、とても大切な場所なんですね。被災した方々の事

情も願いも人それぞれ。支援のかたちもそれぞれであるべきな

のだと思いました。海も山も雄大で美しく、食べ物も美味しい能

登！これからもせいいっぱい応援しています！ 

山本直子（福岡・ひかり作業所）  
第 51クール 

撮影・マネージャー大野 
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～事業所支援 7か所・個別支援 96件となる中で～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 支援を支える募金の協力をお願いします ＞ 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

下記銀行口座または郵便振替口座に払込をお願いします。 
 
○ 銀行振込:ゆうちょ銀行 ○一九（ゼロイチキュウ）店 当座:0750236  

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 
 
○ 郵便振替口座:00120-2-750236 

    口座名:日本障害フォーラム災害支援金 

【ＪＤＦ能登半島地震支援センター】  〒926-0175 石川県七尾市和倉町カ 18 

TEL 070-3288-2303 FAX 050-3457-6915 E-mail jdfnotoshien@gmail.com 

 
https://blog.canpan.info/jdfshiencenter/category_5/1 

 

ホームページ ULRと QRコード 

★弱者置き去り 
 

今年に入ってフェーズが、変わってきたが、公費解体の期限も迫り、家の中の片付けの依頼が増

えてくると予想される。若い人や健常者でもたいへんなのに、高齢者や障害者では、力仕事はもち

ろん、手続きも含めどこから手をつけていいかわからず不安ばかりが募ると思う。当初であれば、

災害ゴミとして処分できたものが、家電リサイクル法で郵便局でリサイクル券 (購入の際にはメー

カー名、サイズを記入、測り方もテレビは対角線でなど)を購入しなければならず、その後指定の業

者に自分で運ぶなど分別もしなければならず、物によって引き取ってもらえない物もある。しかも

自治体によってやり方が違うなど分かりにくい。公費解体の期限を迎えこれからさらにニーズが高

まることが予想されます。その後も空き家対策法により結局本人ならび自治体の負担になります。

まさに弱者置き去りです。 

上月正洋（大阪・いずみ野福祉会） 
 

★また、能登に来たい 
 
今回、初めて支援をさせていただきました。障害のある方も被災されていますが、それを支える

職員も被災しており、やむお得ず、退職するため、慢性的な職員不足です。そんな中でも私達の質

問に真摯に答えてもらい、笑顔で障害のある方たちへの支援をされています。色々な課題がありま

すが、今回の支援が少しでも能登半島の職員の方たちへのお役に立てたなら幸いです。また、能登

に来たいと思います。 

勝野慎哉（福岡・かしはらホーム） 
 

★春のなごりを感じる能登 
 
初めて支援に入った 12 月の最終クールから約半年ぶりの能登。山の木々も緑鮮やかに広がり、

キリシマツツジも花を咲かせていました。被災地では倒壊したままの家屋と更地になった土地の光

景がなんとも言えない感じだったです。今回の支援も前回支援に入ったやなぎだハウスに。みんな

に会えてほんと嬉しかったな。短い時間だったけど、お仕事も教えてもらったり、お話もたくさんし

たり、通った事のない道の被害状況も案内してくれたり、ありがとうございました。 I LOVE YOU 

ALL                                         

金平智史（高知・あゆみ作業所） 
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